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１．実施した事業  

(1) 実施事業の概要                    

事業 

目的 

近年、企業において従業員等の健康管理を経営的視点から考え、健康保持・増進に取

組む健康経営が重要視されており、沖縄においては、地域のリーディングカンパニーが

職域の枠を超えて、健康経営推進の取り組み「おきなわ健康経営プラス１プロジェク

ト」が進んでいる。 

しかしながら、健康経営が企業価値向上や業績向上へ直結しているという中小企業の

健康投資効果の事例は全国的に少なく、大企業の事例にとどまっていることから、中小

企業においては経営者や社内の理解が得られず、健康経営に関する取組みの質の向上や

すそ野拡大をする上での妨げとなっている。そこで本事業では、健康経営推進企業を対

象に、健康投資効果に関する分析調査を行い、内的効果及び外的効果の指標設定及び健

康投資額に対する健康投資リターンを数値で算出し、その結果を全国及び県内で広く展

開する。また、検証手法を活用しつつ、健康経営の質の向上・すそ野拡大を目的とした

健康経営優良法人の取得及び質の向上を図るための研修セミナーを実施する。 

本取組みによって、県内での健康経営の取組みにさらに拍車をかけ、全国の好事例の

モデルとして波及させる事で、今後の健康経営の更なる普及を目指す。  

 

実施 

内容 

 

健康経営の投資効果検証 

• 沖縄県では、官民連携による届出制度等、官民連携が進んでおり、健康経営優良法人が

増加している。さらには、自社の従業員だけでなく、沖縄県民や他社に健康増進を促す

活動を行う「おきなわ健康経営プラス１プロジェクト」が存在する等、沖縄県は健康経

営への積極的な取り組みがされている県である。しかし、中小企業にとって健康経営

を推進するメリットが不透明なこともあり、中小企業は積極的な活動までは進んでい

ない。したがって、沖縄県の中小企業が抱える課題を洗い出しつつ、新たに健康経営に

取り組めるような施策検討につながることを目標にした実証及び検証を行った。 

• 株式会社アイセック（以下、「当社」）は、新潟大学医学部内科発ベンチャーとして、

医学的科学的見地から検証・分析を行った。学内に膨大に蓄積された、海外でも認可さ

れている研究論文を課題に照合して研究デザインを作成し、効果的な施策立案に繋げ

た。曽根教授や島津教授、永田助教を監修者とした。 

 

効果指標についての関係者ヒアリング 

• 上記監修者と協議の上、ヒアリング項目を検討した。 

• 主に、プレゼンティーズムやエンゲイジメント、ストレスチェック等の健康サーベイ

の相関分析等も含めた効果検証を行った。 

• 他地域での実証結果と沖縄県内の企業の比較検証も行った。 

 

研修 

• 従業員の健康推進を通し、生産性や企業価値を高める「健康経営」をテーマにしたフォ

ーラム及び次世代健康経営者推進担当者研修（グループディスカッション含む）を開

催した経験や、当社のこれまでのコンサルティング業務のノウハウを活かした研修を
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行った。 

• 健康経営優良法人認定取得を希望する企業には、希望するスケジュール内の取得を視

野に入れた研修内容とした。 

• 認知度を上げるため、当社が研修事業を行う中で効果的であった、チラシを配布して

周知した。 

• 参加希望者が参加しやすいよう、オンライン会議システムを利用し、ハイブリット開

催とした。 

 

効果検証、研修を踏まえたセミナー開催 

• 健康経営優良法人 2024の認定結果について、当社のこれまでの健康経営推進支援の経

験を踏まえた分析検討を行い、結果に対する見解や今後注力した方がよいと考えられ

る分野等を講演した。 

• セミナー開催の認知度を上げるため、チラシを配布し、周知した。 

• 当該取り組みが広く認知されるよう、表彰式形式とした。また、検証参加企業において

は、取組の取材を TV局に委託し、広報を行った。 

 

事業報告書の作成 

• 研修後には参加者を対象としたにアンケートを行った。その結果を分析し、今後より

効果的な研修を行うことができるよう、報告書にまとめた。 

• 効果検証モデル（研究デザイン）を共有させていただくことで、次年度の継続検証が可

能な仕組みを構築し、沖縄県の健康経営推進に寄与した。 

 

実施 

体制 

 



3 

 

事業 

ス ケ

ジ ュ

ール 

 

 

 

（２）実証事業にて実施した活動詳細 

検証 

 

（１）健康経営の投資効果検証 
＜計画＞ 
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＜実績＞ 
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関係

者ヒ

アリ

ング 

（２）効果指標についての関係者ヒアリング：下記 4社にヒアリングを行った。 

関係者ヒアリング① 

・ 2023年 9月 15日（金）9時 30分～10時 35分 

(ア)取組状況について 

① 2019年から健康経営に本格的に取り組んでいる。 

② トレーナーや栄養士にも協力いただいていた。 

③ 健康経営の委員会を立ち上げて、3カ月に 1回は経営層と健康経営に関するミ

ーティングを行い、施策立案等を行っている。 

④ 人事部に健康経営の担当者が設置されたことで、進展した。 

⑤ 健保と健診結果のデータを連携している。 

1. 健保による分析はこれから行う予定である。 

(イ)ヒアリング先が感じている、健康経営に関する課題について 

① 健康経営の取組に関わっている人には、健康経営が浸透していると感じている

が、若い人には健康経営が浸透していないのではないかと感じている。 

1. 健康経営は、「会社として取り組んでいる」、「1人 1人の為に取り組んでい

る」と気付いてもらうにはどうしたらよいか。 

2. この点をクリアできなければ、ホワイト 500にはなれないのではないか。 

② 人事異動が 2～3年であるため、取組が組織に根付きにくい。 

③ トップダウンが最も効果的である。 

④ 保健師で活動しているが、やっていることは同じことの繰り返しであり、目に

見える改善につながっていないように映る。 

⑤ 経営層との壁を感じている。 

⑥ 健康経営の取組について説明しきれないから、企業の取組として認めてもらえ

ていないように思う。 

⑦ エンゲイジメント・プレゼンティーイズム・アブセンティーイズムの 3つを継

続収集する仕組みを構築しなければならないが、そこは課題である。 

(ウ)ヒアリング先のフィードバックに対する当社の見解 

① 経営層との壁があるように見受けられる。 

1. 保健事業では関与できない、労務関係（「残業時間・休職」の項目）や「経

営層の関与」の偏差値が低いことが根拠である。 

 

関係者ヒアリング② 

・ 2023年 9月 26日（火）10時 00分～10時 50分 

(ア)ヒアリング先より 

① 効果検証はやってみたい。 

(イ)ヒアリング先のエンゲイジメント調査について 

① ストレスチェックの中に簡易的なエンゲイジメント調査の項目を入れている。 

1. 従業員数が 50 名未満であるため、実施は義務付けられていないが、親会

社のグループとして行っている。 
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(ウ)現状とそれに対するご意見 

① 健康経営は、「採用効果」があるとは聞いているが可視化したい。 

② アプリで健康状態の可視化をしているが、どう本人たちの健康に繋がっている

か不明。 

③ 把握している健康課題は以下の通り。 

1. 脂質が高い。 

2. 血糖値が高い。 

3. 尿酸値が高い。 

4. 睡眠不足 

5. 運動不足 

④ 車社会で、運動する機会がない。 

⑤ 「心身健康で 100％のパフォーマンスを発揮できる職場環境」をつくりたいと

考えている。 

 

関係者ヒアリング③ 

・ 2023年 9月 26日（火）11時 00分～11時 40分 

(ア)健康経営への思い 

① 従業員数が 10 人の会社であるため、一人でも欠けると大変なことがあるため

である。 

② 明るく楽しく働いてもらいたい、健康で働きやすい職場をつくりたいとずっと

思っていた。 

(イ)社内にトレーニングマシンを設置した経緯について 

① 会社の近くにジムができたため、家族も使用できるジムの利用券を配布した。

しかし、仕事で疲れた後にジムに足を運ぶことが難しいようであった。したが

って、使用していない倉庫にトレーニングマシンを設置し、帰り際等に利用し

てもらうようにした。 

(ウ)効果検証のご要望等について 

① 肥満等、健診結果に自信はない。健康意識向上のきっかけになればと考える。 

 

関係者ヒアリング④ 

・ 2023年 10月 2日（月）13時 00分～13時 40分 

(ア)健康が大切だと社員に伝えるため、健診データを確認するようにしている。 

① 社員自身は、保険会社が提供している無料アプリで、健診結果の推移を確認で

きるようにしている。 

② 会社としては、社員全員分のデータを Excel に手入力し、傾向を把握してい

る。（ストレスチェックも含む） 

1. 全データは社員に公開していないが、傾向は社員に公表している。 

2. 基準は、産業医や保健所からレクチャーを受けている。 

(イ)喫煙者ゼロについて 

① お客様からのアンケートで、たばこのにおいについての意見があった。 
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② 他社の取り組みをまねた。 

③ 当初は、喫煙者が 200名以上いたが、2020年には全員が禁煙に成功した。 

④ 入社時に、たばこを吸わない旨、一筆書いてもらっている。 

⑤ 喫煙が発覚した場合、何かしらのペナルティがあると周知している。 
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研修 

（３）研修 

＜計画＞ 

 

＜実績＞ 

・ 健康経営推進に関する企業の経験値に応じ、入門コースと経験者コースの 

２コースを企画し、実施した。 
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◼ 入門コース 

✓ 株式会社アイセック 代表取締役 木村 大地 

✓ 全国健康保険協会 沖縄支部 企画総務グループ長 新垣 清乃 氏 

✓ 産業医科大学産業保健経営学 准教授 永田 智久 氏 

◼ 経験者コース 

✓ 株式会社アイセック 代表取締役 木村 大地  

✓ 経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課⻑補佐 山崎 牧子 

✓ 慶應義塾大学総合政策学部 教授 島津 明人 氏 

✓ 産業医科大学産業保健経営学 准教授 永田 智久 氏 

 

 

＜アンケート結果＞ 
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講演内容〈講演の理解度〉のコメント：入門コース 

⚫ 健康経営の意義と、実施する事でもたらされるメリット等について学ぶことができま

した。 

 

講演内容〈講演の理解度〉のコメント：経験者コース 

⚫ ワークが良かったです 

⚫ 戦略マップという新しい考え方が分かり勉強になりました。 

⚫ 健康経営についての研修を受けて、取り組みに対する指標もなく行っており、改めて

健康経営に対する理解が深まった。 

⚫ 弊行の健康事業に関しては、多様な取り組みは行ってはいましたが、評価の部分が難

しく、実施者のニーズが優先してしまい、どうなりたいかとか具体的な目的が少なか

った事に気がつかされました。本日はプロセス評価や行動評価などの手法のヒントが

沢山ありました。 

健康意識を測るものは難しい所、指標の取り方の検討に繋ぐことができそうです。 

⚫ 健康経営に取り組む意義、目的を従業員へ浸透させ、自社が健康経営に取り組むこと

によって本当の意味で従業員の健康度がアップするために必要な施策をしっかり考え

ていかなければいけないな、と感じました。 

⚫ 詳細な資料もあり説明していただき大変参考になりました。 

⚫ 今回は学びの多い研修会をありがとうございました。永田先生のお話から指標と評価

の重要性を再確認し、今までの私達の施策はここが十分でなかったと気付かされまし

た。 

プランの段階から、評価をデザインしていくという新たな学びがあり今後の活動に活

かしていきたいです。島津先生の講義でも、最後の相談会のような全員と質疑応答で

きたらより良かったなぁと思いました。 

⚫ 戦略マップの書き方や回答のコツ等、実践的で大変参考になる内容ばかりでした。 
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とても分かりやすく丁寧に説明して頂き、ありがとうございました。 

⚫ 健康経営に取り組む意義や、職員の皆さんにどうなって欲しいのか、今取り組んでい

る施策は何のためにやっているのか等、改めて振り返るきっかけとなりました。 

⚫ 具体的な内容で良かった。 

⚫ 内容の充実した研修でした。 

 

⚫ 勉強不足でスピード感についていけない部分があったため 

⚫ 内容がとても多かったので、もう少しゆっくりと講義が受けられればと思いました 

⚫ 進行スピードが早かった 

⚫ 初心者には戦略マップの作成が難しかった。 

⚫ 結構難しい用語も多かったので、理解するまでに時間がかかったため。 
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参考になった研修内容のコメント：経験者コースは 12 

⚫ 選択肢：BCD 

取り組む姿勢が足りなかったり、取り組んだ後の評価もしていなかったり等、健康経

営推進に対する反省を受けた。 

⚫ 選択肢：CDE 

マップの作成の仕方も参考となりました。 

⚫ 選択肢：ABCDEF 

POSという概念を知ることができ、参考になりました。 

⚫ 選択肢：ACD 

グループセッションは異業種の交流が出来、同じ悩みの共有ができました。 

⚫ 選択肢：ABCDEF 

最近、健康経営に関する業務に携わることになり知識が余り無い状態だったので全て

が大変参考になった。 

⚫ 選択肢：ABCE 

全く考えていなかった事項であったため。理解度は低いが、参考になった。 

⚫ 選択肢：ABCDEFG 

効果検証の集計や回答のコツ 

⚫ 選択肢：CD 

戦略マップ作成にあたってちょうど行き詰まっていたためありがたいお話でした。 

⚫ 選択肢：ABCDEF 

効果検証までできていないことが課題としてあるので、今回の研修での学びを活かし

取り組んでいきたい。ワークエンゲージメントについて理解が深まった。 
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⚫ 選択肢：BCD 

他の企業さんと意見交換出来た。 

⚫ 選択肢：ABCDEF 

色々と気づきの多い研修でした。 

⚫ 選択肢：CD 

戦略マップやワークエンゲイジメントの考え方は初めて学んだので、とても為になり

ました！ 
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・相談会開催について 

 

 

 

相談会内容〈相談会の満足度〉の理由のコメント 

⚫ 満足度：5 

他社様の取り組み状況等も伺うことができました。 

⚫ 満足度：5 

質問しやすい規模の参加者数だったので、良かったです。 

⚫ 満足度：5 

個別の質問は共通しておりましたので検討し自社でも取り入れて行きたいです。 

⚫ 満足度：5 

色々な疑問点が解消できた。他社の悩みも共感できたし、参考になった。 
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⚫ 満足度：5 

他社様からの質問をきくことで、自分達には無かった着眼点に気づくことができまし

た。 

⚫ 満足度：5 

他企業様も同じ内容で質問されており、大変勉強になりました。悶々と考え、悩んでい

たので皆様に勇気づけられました。 

⚫ 満足度：5 

丁寧に教えていただきました。 

⚫ 満足度：5 

他社さんの取り組みについて知ることができたり、皆似たような課題疑問があると思

うので共有してすることが学びに繋がった。 

⚫ 満足度：4 

他の企業の健康推進担当者の悩みや、健康経営優良法人の申請に関するポイントなど

を一緒に確認できたので良かったです！ 
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その他の意見についてのコメント：入門コース 

⚫ オンラインでの参加でしたが、健康経営優良法人の申請に必要なチェック事項などに

ついての質疑応答をしやすい環境があれば尚よかった。 

⚫ 今回は貴重な研修会ありがとうございました。 

その他の意見についてのコメント：経験者コースは 8 

⚫ 指標の作り方や、そもそもの目的を再認識できたと思いました。 

⚫ 健康経営＝調査票回答が主目的になってしまいそうな感覚も否めない中、原点に立ち

返り健康経営に取り組む本当の目的をしっかり考え、施策に落とし込み、評価、改善

に繋げていくことの必要性を改めて実感しました。各講師陣ともに分かりやすい説明

と最新の知見に基づいた講義で、非常に参考になりました。遠いところからありがと

うございました。 

⚫ 各社との交流の、時間をプログラム内に設けてはどうでしょうか？各社の具体的な取

り組みが知りたいです。成功事例とか。 

⚫ 今回は貴重なお話をありがとうございました。 

⚫ とても学びの多い研修でしたので、ぜひ年度始めや調査票公表始めの時期、調査票提

出前など、複数回に分けて開催して頂けると嬉しいです。 

⚫ 先生方の講演や他事業所との情報交換で大変よい刺激になりました(ふだん 1人職場

なもので)勇気をもらえたと思います。ありがとうございました。 

⚫ 今回はこのような貴重な機会をいただきましてありがとうございました。 
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（４）効果検証、研修を踏まえたセミナー開催 
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■プログラム 

13：30～開会挨拶 

13：35～講演 

➢ 「健康経営優良法人 2024の傾向と今後の展望」  

経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課長補佐 山崎牧子 

➢ 「健康経営につながるワーク・エンゲイジメント」 

慶應義塾大学 総合政策学部 教授 島津明人 氏 

➢ 「健康経営は健康文化づくり」 

産業医科大学 産業保健経営学 准教授 永田智久 氏 

➢ 「健康経営推進企業の健康投資効果検証結果の紹介」 

株式会社アイセック 代表取締役 CEO 木村大地 

16：00～健康経営優良法人 認定証授与式  

➢ 内閣府沖縄総合事務局長 三浦健太郎 

16：55～閉会挨拶 

 

 

 

 

＜アンケート結果＞ 
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（３）調査結果を踏まえて効果指標の提示、標準化に向けた課題整理 

効果指標提示 

・ 

課題整理 

＜調査結果を踏まえた効果指標の提示＞ 

本事業において解析した結果に対する効果指標は下記の通り 

■健康指標 

下記の指標において、健康経営を始める前後の差分解析を行い、効果を可視化 

・健康意識変化 

・健康行動変化 

・健康結果の変化 

・ハイリスク者アプローチの効果（II度高血圧、高血糖） 

・ワークエンゲイジメントの変化 

■経済効果指標 

・企業が実感した健康経営を取り組んだ効果 

○組織活性化、人材採用、企業業績の向上、ブランドイメージ向上、顧  

客満足度向上、リスクマネジメント強化、従業員モチベーション・エン

ゲイジメント向上、生産性向上、健康状態改善、生活習慣リテラシー向

上、コミュニケーション改善、過重労働の抑制、離職防止  

・財務効果 

○資本金・売上高・営業利益、ROE、ROS等 

 

＜標準化に向けた課題整理＞ 

■健康指標 

今回解析を行った 3者における課題は以下である。 

・健康経営に資する健康診断情報等がデータ化されていない。 

・データ化はされているが、39歳以下と 40歳以上のデータ仕様が統一化され

ていないため、経年での解析が不可または困難。 

・データはあるが、解析できる人材がいないため、健康に関する「宝」が埋

没しており、活用しきれていない。 

 

■経済効果指標 

• 経年での比較効果検証が不可 仕様が頻繁に変更する  

o 社会背景トレンドや検討委員会における内容を反映した調査票であ

り、毎年度、仕様変更を行うと経年比較の効果検証ができない。  

o 同じ仕様は最低 3年(基本 5年以上は固定してほしい) 

• 認定群と非認定群の差異分析が不可 

o 非認定企業のデータがない 

o 本来の分析目的は「認定企業のパフォーマンス」を測りたいはずな

ので、最も有効なのは、認定群と非認定群の差異分析となる 

o 今回の受領データは、認定された企業のデータのみで分析 

• 健康経営の効果指標が不明瞭 
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o 研究デザイン検討の結果、マッチドペア・傾向スコアマッチングを

することとした。 

o 本来認定の基準が必要だが、基準非公開のため、恣意的ではあるが

我々で基準を設定した。 

o 従業員への健康投資とは何か。「それぞれの効果の定義が必要」であ

る。(数値化可能項目は入れるべき) 

o 「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視点で考え、戦

略的に実践することです。企業理念に基づき、従業員等への健康投

資を行うことは、従業員の活力向上や生産性の向上等の組織の活性

化をもたらし、結果的に業績向上や株価向上につながると期待され

ます。 

▪ 業績及び株価向上の場合：売上・営業利益・経常利益・当期

純利益など 

▪ 従業員の活力及び生産性の場合：従業員あたり売上高・従業

員あたり利益 

▪ 組織の活性化及び安定化の場合：離職率や休職率など 

 

 

（４）次年度に向けた提言 

次年度に向け

た提言 

＜提言＞ 

・ 今年度事業にて構築した資産の継続活用 

➢ 健康経営投資効果検証モデルの水平展開 

 多くの企業から、自社でも本事業の解析モデルで効果検証を実施し

てほしいと依頼があった。 

 経年で効果検証を行うことで、より価値のある結果が示せる。 

 企業間連携でデータを共有し、比較検証を行うことで、沖縄県内に

おける企業規模や地域、業種等の様々な属性比較が行える。 

➢ 研修会の定期開催 

 健康経営度調査票の作成前と作成後に、受験対策のような研修会を

求める声が多数あった。 

 一方で、健康経営は手段でしかなく、本質的な健康経営の定着及び

深化を鑑み、データ活用の講習やエンゲイジメントや無形資産の

POS等の活用などの具体的なテーマの研修依頼も上がっている。 

➢ シンポジウムの企画運営 

 この度、沖縄県内企業のヒアリング結果を踏まえ、全国の課題同様

にトップの理解を得られないという声を聞き、経済産業省ヘルスケ

ア産業課の担当者との協議及び交渉の結果、地方で初となる「健康

経営優良法人認定証授与式」の開催を実現できた。 
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 トップが表彰を受けることで機運が醸成され健康経営推進に大き

く貢献できたことは、すべての関係者が実感できたところである。 

 一回で終わることなく、来年度もシンポジウムにて表彰を受けるこ

とを目指して、健康経営に投資する企業が増えることも鑑み、継続

的な企画が必要である。 

 

 

＜提言の背景＞ 

投資効果検証及び、関係者ヒアリング、研修、セミナー開催の一連の事業を通

じ、多くの沖縄県内企業からは、次年度以降の継続を望む声を頂いた。 

3 月 15 日のセミナー（2024 おきなわ健康経営シンポジウム）以降、受託企業

である当社に下記の要望を複数いただいている。 

■沖縄県内企業からの要望 

・健康経営に関するセミナー及び研修会を継続して企画してほしい。 

・各領域の第一人者の講師陣に、継続して講演してほしい。 

・データ解析や効果検証のノウハウを学ぶ機会が欲しいので企画してほしい。 

・健康経営投資効果報告で紹介した解析モデルを、自社の健康データをもとに解

析してほしい。 

・自社のみではなく、県内の他社とも連携しながら、共同で研修やデータ分析、

健康経営投資効果検証を行いたい。 

・今年度の効果検証を、経年で解析できる環境を構築してほしい。 

・シンポジウムでは、トップが参加するだけの価値ある表彰式があったため、会

社全体を推進する上でも大変有意義なシンポジウムであった。健康経営優良法

人認定式は今後も継続できるよう支援してほしい。 

 

＜まとめ＞ 

・今年度は地元企業要望と連携をして、価値ある結果を残せたと自負している。 

・当該事業における解析結果や提言は 2024年 3月 26日に経済産業省及び健康

経営推進事務局の方々に 1時間の発表時間を頂き報告し、高い評価を得た上

で、今後資料も活用させて頂きたいと依頼いただいた。 

・事業目的である、「県内での健康経営の取組みにさらに拍車をかけ、全国の

好事例のモデルとして波及させる事で、今後の健康経営の更なる普及を目指

す。」という点においては、まさに全国の好事例として、沖縄県でのモデルが

評価される一歩となり得たのではないかと考える。 

・当該事業は単年度事業ではあるものの、今後は地域で自立した健康経営推進の

流れを作るべく、「おきなわ健康経営プラスワンプロジェクト」のような民間

企業コンソーシアムや、沖縄県や経済団体等からの支援を受けながら、自治体

と連動した企画を創出し持続可能な健康経営支援モデルを築いていくべきと

強く感じた次第である。 
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・当社としても、沖縄県内のリーディングカンパニーの数社とは、個別にも健康

経営に関する相談を行いたいとの話もあり、今後も沖縄県内の中小企業も含め

た健康経営の中小企業を含めたすそ野の拡大に注力したい。 

 

 

 

 


